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 〇 序論 
  〇・一 本論の目的 
  〇・二 先行研究におけるルビの分類 
  〇・三 本論のルビ分類 
  〇・四 ルビ調査資料 
  〇・五 ルビ調査規定集 
  〇・六 本論の構成 
  〇・七 凡例 
 一 個別資料のルビの分析―文芸書 
  一・一 『花心蝶思録』のルビ 
  一・二 『花街ひざ栗毛』のルビ 
  一・三 『転猫座敷の嗜』のルビ 
 二 個別資料のルビの分析―実用書 
  二・一 『智慧の庫良種精撰』のルビ 
  二・二 『違式詿違図解』のルビ 
 三 個別資料のルビの分析―新聞 
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  三・一 調査対象小新聞三紙について 
  三・二 『読売新聞』第七四六号のルビ 
  三・三 『東京絵入新聞』第六二二号のルビ 
  三・四 『かなよみ新聞』第四〇六号のルビ 
  三・五 註 
 四 結論 
  四・一 明治前期の左右ルビの資料 
  四・二 明治前期の右ルビの資料 
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猫座敷の嗜』（1881）、実用書は、『智慧の庫良種精撰』（1881）、『違式詿違図解』（1878）、小新聞は、『読売新
聞』第七四六号（1877）、『東京絵入新聞』第六二二号（1877）、『かなよみ新聞』（1877）である。なお、小新
聞３紙は、いずれも同年の７月 14 日付のものである。 
一・一では『花心蝶思録』を資料とした分析を行っているが、本書は左右ルビが観察されるものである。
















ある。右ルビは、「よみ」が延べで 91％、異なりで 88％という高いスコアを有し、「非よみ」が延べで 5％、




三では、小新聞の同日刊版を 3 種比較しているが、「よみ」のスコアは、『読売新聞』延べ 91％、異なり 90
％、『東京絵入り新聞』延べ 88％、異なり 85％、『かなよみ新聞』延べ 85％、異なり 82％いう結果を得た。
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